
物質に光を照射して励起すると、励起光と同じ振

動数のレイリー散乱光だけでなく、物質中の分子振

動の振動数分だけ、励起光とは異なる振動数をもつ

光（ラマン光）も散乱されてくる。レーザーと感度

の高い光検出器を使うことにより、ラマン散乱光の

効率良い検出が可能になってきている。また、試料

中の分子の吸収帯で励起することによって得られ

る共鳴ラマン効果を利用すると、分子特有のラマン

散乱強度は１万倍以上にも増大する。この効果を利

用すると生体分子中の特定分子種や原子団の局所

構造解析を詳細に行うことが可能である

共鳴ラマン分光法は、可視光領域に吸収帯を持つ

タンパク質、とくにヘムタンパク質やレチノイドタ

ンパク質、銅タンパク質などの活性部位の構造と機

能の相関の解明に重要な貢献をしてきた。

近年、安定した紫外域のレーザーの開発と感度

の高いＣＣＤ検出器の開発によって紫外域での共

鳴ラマンスペクトルが得られるようになってきた。

タンパク質の紫外共鳴ラマンスペクトルにおける

ターゲットはペプチド結合のような骨格構造、フェ

ニルアラニン、チロシン、トリプトファンなどの芳

香族アミノ酸の側鎖、そしてヒスチジンのイミダ

ゾール基、核酸塩基である。得られる振動スペク

トルには分子のおかれている環境やコンフォメー

ションを鋭敏に反映するマーカーバンドとよばれ

るラマンバンドが少なからずあり、反応の前後や基

質の結合、タンパク質分子間の相互作用などを詳細

に調べる重要な手がかりとなる。当研究室では、可

視光または、紫外レーザー光によるラマン分光器を

製作し、タンパク質の精密な動的構造解析を行なっ

ている。
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いろいろな材料の構造解析にも利用できますが、生体分子、特にタンパク質の構造と機能
を調べ、酵素の触媒機能を調べたりするのに有効です。試料の状態を選びませんので、固体、
液体、低温、室温等、様々な条件で物質の構造を調べることができます。

本研究は、レーザーラマンスペクトルによって、タンパク質等の生体分子の構造を精密

に調べ、タンパク質の機能を解明するものです。
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